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第九次福井市総合計画審議会 第２回全体会 

 

■開催日時：令和８年１月９日（金）９:30～11：30  

 

■開催場所：福井市役所 上下水道局５階 大ホール 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会（市民憲章唱和） 

○司  会 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまから第九次福井市総合計画審議会第２回全体会を開催

いたします。 

 初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元の会議次第の裏面に掲載してございますので、ご覧ください。私が前文を朗読

しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 皆様方におかれましては、公私ともにご多忙のところをご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 なお、本日、池上優徳委員、金木隆敏委員、髙橋 要委員、坪川彩花委員、前田聰一郎委員からは

事前にご欠席の連絡をいただいております。また、田中香苗委員が急遽ご欠席となっておりますの

で、ご報告申し上げます。 

 それでは、議事に入ります前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元に本日の会議次第、委員名簿、座席表並びにメモ用紙を添付してございます。 

 次に、会議資料といたしまして、資料 第九次福井市総合計画（答申案）の冊子、そして別紙といた

しまして答申書の添書の案をお配りをしております。 

 不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 それでは、福井市総合計画審議会設置条例第５条の規定に基づき、会長に議事の進行をお願いし

たいと存じます。 

 会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

○会長 

 皆さん、おはようございます。どうぞよろしくお願いします。 

 

２．答申（案）について 

○会長 

 それでは、次第に従いまして、まず２ 答申（案）についてです。 

 まず、４ページから６ページをご覧ください。 

 これは、第１回全体会で承認いただいた内容や各部会でご賛同いただいた将来都市像をまとめた
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ものでございます。 

 なお、本市を取り巻く社会状況については、中部縦貫自動車道全線開通時期の延期や専門部会

での議論等を踏まえ、②中部縦貫自動車道全線開通効果の最大化について追加しております。 

 次いで、11ページから50ページにつきましては、専門部会での審議結果でございます。 

 続いて、別紙をご覧ください。 

 審議会といたしまして、市長への答申に際し、１ 実施計画の策定及び事業の遂行に当たっては、市

民からいただいた意見や審議の過程で各委員会から出された意見を十分尊重し、真摯に取り組ん

でいただきたい。２ 市民と共に様々なチャレンジを楽しみながら、誰もが未来に夢と希望を持つこと

ができる福井市づくりを進めていただきたい、という記載のとおり附帯意見を付したいと存じます。 

 なお、附帯意見の文面は、私と副会長、各部会長、副部会長とで作成、確認したものです。 

 各専門部会におかれましては、８月４日から11月28日にわたり各３回、延べ12回の会議を開催い

ただきました。 

 それでは、各部会において審議された主な内容及び審議結果について報告をいただきたいと思い

ます。 

 まず、第１部会の部会長からお願いいたします。 

○第１部会 部会長 

 第１部会では、まちをテーマにした政策１から４について審議を行いましたので、その主な審議内容

や結果につきまして報告いたします。 

 答申案の11ページ及び12ページをご覧ください。 

 まず、政策１です。公共交通に関する政策では、委員のほうから、運転士不足が重要な課題であり、

対策としてライドシェアの導入や自動運転やパーソナルモビリティーなどの新技術の導入や検討を

進める必要があるといったご意見や、市民の地域公共交通に対する理解であるとか、自分事として

捉えるための働きかけが必要、そして公共交通の機関同士であるとか自転車などの結節の強化が

重要などのご意見をいただきました。 

 このような内容について審議をし、施策①の１つ目で、ライドシェアも含めた二次交通の充実、そして

施策①の６つ目で、公共交通について知ってもらって使ってもらう場であるとか機会の提供、そして施

策②の２つ目で、自動運転やパーソナルモビリティーなどの新技術の導入に向けた検討を進めるこ

とといたしました。 

 続いて、13ページ、14ページをご覧ください。 

 政策２になります。まちなかに関する政策につきましては、委員から、まちの担い手、作り手をきちんと

明記することが重要といったご意見であるとか、若者が福井へ定着する取組が必要であり、県立大

学まちなかキャンパスに期待したいであるとか、歩いて回れるまちづくりの視点を取り入れたらどう

か、といったご意見をいただきました。 

 このような内容について審議を行い、施策①の２つ目、地域資源を活用し、歩きながら歴史や自然

を身近に感じることができるまちづくり、施策②の２つ目、県立大学まちなかキャンパスも開設された

東口エリアの活性化、そして施策③の１つ目で、様々なプレーヤーがまちづくりに参画し、官民連携で

推進を行っていくことといたしました。 

 続いて、15ページ、16ページをご覧ください。 

 政策３になります。生活インフラに関する政策につきましては、予防保全といった考え方を取り入れた

らどうかであるとか、盛土などの安全性について情報提供をお願いしたい、そういったご意見があり

ました。 

 このような内容について審議をし、資料の下のほうの左側をご覧ください。予防保全の文言及び注
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釈を記載しました。また、資料の上部、政策の具体的な内容の２つ目において、生活インフラに関する

情報発信を積極的に行うことといたしました。 

 続いて、17ページ、18ページをご覧ください。 

 政策４になります。防災・減災に関する政策につきましては、委員のほうから、災害時に必要不可欠

な最新の通信環境整備が必要ではないかであるとか、避難所を開設しても自宅であるとか車にとど

まる方もいらっしゃるため、支援漏れがないよう対応が必要ではないか、そういったご意見がございま

した。 

 このような内容について審議を行い、施策①の５つ目、最新技術を踏まえ、通信環境の整備、そして

施策①の８つ目、在宅避難や車中泊避難など多様化する避難者への支援といったものを行っていく

ことといたしました。 

 また、行政全般へのお願いとして、北陸新幹線福井開業は福井市の状況を大きく変えるような状況

になっているということで、何をしなければならないかを明確にして、迅速に対応を行っていただきた

いなどのご意見もございました。 

 主な審議内容について説明をしましたけれども、部会での３回の審議を経て、委員各位より、公共

交通の在り方や新幹線開業後のまちなかのにぎわい、そして安全で安心できる生活インフラ、防災・

減災対策の強化について大変重要なご意見をいただきました。 

 以上で第１部会の審議結果の報告を終わります。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ご意見等は、後ほどまとめていただきたいと思います。 

 続きまして、第２部会の部会長から報告をお願いいたします。 

○第２部会 部会長 

 第２部会では、くらしをテーマとした政策５から９につきまして審議を行いましたので、その主な審議

内容の結果につきましてご報告をいたします。 

 答申案の19ページ及び20ページをご覧ください。 

 まず、政策５ 地域活性化に関する政策では、委員から、県と市が力を合わせて若者の地元定着や

ＵＩターンに取り組む予定はあるのかといったご意見や、地域に参加している方は年齢層が高く、若者

が参加しづらいなどのご意見をいただきました。 

 このような内容につきまして審議し、個別の取組のため総合計画には記載しませんが、引き続き県

や市、東京事務所と共に連携し本市のＰＲ等に取り組んでいくとともに、地域コミュニティー機能保

持、活性化のための支援につきまして、見直しも含め検討していくことといたしました。 

 続きまして、21ページ及び22ページをご覧ください。 

 政策６ 共生・協働に関する政策では、委員から、男性も女性も同じ権利があることを分かりやすい

フレーズで伝えられないかといったご意見や、市民協働を推進するに当たり、市民も行政も対等なパ

ートナーであると啓発し続けてほしいなどのご意見をいただきました。 

 このような内容につきまして審議し、施策②３つ目、性別に関わらず、誰もが尊重し合い、自分らしく

生きがいを持って暮らせる豊かな社会づくりに取り組むこととし、施策④２つ目、市民と行政が対等

な立場で協力して役割を担う市民協働を推進することといたしました。 

 続きまして、23ページから25ページをご覧ください。 

 政策７ 福祉・健康に関する政策では、日頃からのつながりが大事であり、つながりがあれば健康も

保て、福祉のお世話にもなりにくいといったご意見や、介護人材に外国人を取り入れるに当たり、相

互理解といった環境づくりが必要などのご意見をいただきました。 
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 このような内容につきまして審議し、資料上部、政策の具体的な内容の２つ目で、共につながり支え

合う地域共生社会の実現に取り組むこととし、施策②の４つ目の介護人材を確保において、外国人

を含めた介護人材につきまして、引き続き国、県の動向を注視し、実施計画の中で計画、検討してい

くことといたします。 

 続きまして、27ページ及び28ページをご覧ください。 

 政策８ 環境に関する政策では、委員から、自然との触れ合いの機会増進が大事ではないか、新ク

リーンセンターができた際のごみの分別方法につきまして明記したほうがよいのではないかとのご意

見がございました。 

 このような内容につきまして審議し、施策③１つ目で、保全再生活動を支援し、自然と触れ合う機会

の提供に取り組むこととし、ごみ分別方法変更の周知は重要であり、個別の取組の中で検討してい

くことといたします。 

 続きまして、29ページ及び30ページをご覧ください。 

 政策９ 安全・安心に関する政策では、委員から、犯罪の防止は防犯隊だけでなく、地区社協や民

生委員など、地域ぐるみで防止していくべきではないかとのご意見がございました。 

 このような内容につきまして審議し、施策①１つ目で、防犯隊や地域の各種団体と連携し、安全で

安心な地域づくりに取り組むことといたしました。 

 また、お願いとして、ＵＩターンを促進する要素として、その土地の寛容さと相関性が高いため、21ペ

ージのほうに戻りますが、政策６、共生・協働を推進し、向上していることを全国にＰＲしていただきた

いとのご意見がございました。 

 主な審議内容につきまして説明いたしましたが、部会での３回の審議を経て、委員各位より、地域活

性化や共生・協働の推進、福祉・健康の増進、環境負荷低減のための取組、安全で安心できるまち

づくりについて大変重要なご意見をいただきました。 

 以上で第２部会での審議結果の報告を終わります。ありがとうございます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 続きまして、第３部会の部会長から報告をお願いいたします。 

○第３部会 部会長 

 第３部会では、分野３ しごと・地域資源について、政策10から13について審議を行いましたので、

その主な審議内容の結果につきまして報告させていただきます。 

 答申案の31ページから33ページをご覧ください。 

 まず、政策10、農林水産業に関する政策では、持続可能な農業を推進するため、委員から、農業の

所得向上や農地の集約化、大規模化などを支援していくべきではないかといったご意見をいただき

ました。 

 これにつきまして、施策①の３つ目で、市生産推奨品目への作付支援に加え、売れる、儲かる作物

等の栽培技術の習熟を図る、また４つ目では複合経営の推進、農地の集積、集約化の促進など農業

者の所得向上や食料の安定供給の確保につなげる取組を行うことといたしました。 

 次に、35ページ、36ページをご覧ください。 

 まず、政策11 商工業に関する政策では、委員から、若者が地元で働くことを応援するため、学生や

若者の創業支援や地元企業の強みや魅力を知ってもらう取組が必要ではないかといったご意見を

いただきました。 

 これにつきましては、施策③の１つ目で、若者等の夢を応援するため創業を支援する、また施策④の

２つ目では若者に対し、福井の優れた企業の物づくり技術や先進的な取組を伝えることで、地元就
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職や将来のＵターン就職につなげる取組を行うことといたしました。 

 また、安定した労働力の確保のため、委員から、元気な高齢者や外国人などの雇用を促進していく

取組が必要ではないかといったご意見をいただきました。 

 これにつきましては、施策⑤の２つ目で、障害者や高齢者、外国人などの多様な人材の能力を活用

しながら、安定した労働力を確保するための取組を支援することといたしました。 

 次に、37ページ、38ページをご覧ください。 

 政策12 観光に関する政策では、委員から、市民が県外の人に福井を自信を持って勧めることが

誘客につながっていくため、まずは市民が福井の魅力を理解することが重要ではないかといったご

意見をいただきました。 

 これにつきまして、施策②の１つ目で、市民が思う「福いいネ！」（福井の魅力）を市民全体で共有

し、共感の醸成を図る機会を創出するとし、市民向けのプロモーションの取組を強化することといたし

ました。 

 次に、39ページ、41ページをご覧ください。 

 政策13 地域資源に関する政策では、委員から、福井や地域をよくしたい、貢献したいという気持ち

を持った方が、やりたいと思ったことを支援できる体制が必要ではないかといった意見をいただきま

した。 

 これにつきまして、施策⑤の１つ目で、まちづくりやプレーヤーを県内外から発掘し、地域資源を生

かした施策を展開することといたしました。 

 また、これらの政策においても、市民向けプロモーションの取組強化や福井の地域資源を生かした

取組の必要性について意見があり、先ほどの政策12と併せて取り組んでいくことといたしました。 

 主な審議内容について説明いたしましたが、部会での３回の審議を経て、委員各位より、労働力や

担い手の確保、新幹線が開業し、ますます重要となる地域資源を生かした福井の魅力発信や観光誘

客について大変重要なご意見をいただきました。 

 以上で第３部会での審議結果の報告とさせていただきます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 最後に、第４部会の部会長から報告をお願いいたします。 

○第４部会 部会長 

 第４部会では、分野Ⅳのひとについて、政策14から16について報告をさせていただきます。 

 答申案の43ページから45ページをご覧ください。 

 まず、政策14 こども・子育てに関する政策では、こどもが成長できる環境を整えるため、委員から、

こどもと地域の大人や、世代を超えたこども同士が触れ合い、成長できる場が重要ではないかといっ

た意見をいただきました。 

 これにつきまして、44ページの施策②の１つ目で、全てのこどもが安全で安心して過ごせる多くの

居場所を持てるよう、放課後児童クラブとか児童館事業、それから放課後こども教室、こども食堂や

学習支援などの取組を強化することにしました。 

 また、委員から、若者が結婚や妊娠、出産など多様な将来を見据えられるようなサポートが必要で

はないかといったご意見をいただきました。 

 これにつきまして、施策③において、若い世代がライフプランについて考える取組を推進する、それ

から将来妊娠、出産を希望する方への支援について取り組むということにしました。 

 次に、47ページ、48ページをご覧ください。 

 政策15 学校教育に関する政策では、委員から、平日部活動の地域移行に向けて、休日部活動の
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地域移行での課題を踏まえながら、こどもや保護者への支援、地域との連携などについて検討が必

要ではないかといった意見がございました。 

 これにつきまして、施策①の５つ目で、休日部活動廃止後の状況を踏まえた上で、学校や地域等と

連携し、平日部活動の在り方について検討するとし、今後も児童・生徒や保護者をはじめ、地域の関

係者などに様々な機会を得て情報発信を行っていくことといたしました。 

 また、委員から、教職員が本来の仕事である教育やこどもと向き合う時間がつくれるよう、それ以外

の仕事を軽減する取組が必要ではないかといったご意見をいただきました。 

 これにつきましては、施策⑤の４つ目で、効果的な教育活動が実施できるよう、デジタル技術や様々

な人材等を活用した学校における働き方改革を推進するということにしました。 

 次に、49ページから50ページをご覧ください。 

 政策16 生涯学習・生涯スポーツに関する政策では、委員から、市民が気軽にスポーツに触れるイ

ベントや、一流のプレーを見る機会、練習の成果を発揮する場などライフステージに応じ運動やスポ

ーツに親しむ機会の充実が必要でないかといったようなご意見をいただきました。 

 これにつきましては、施策③の２つ目で、関係団体等と連携し、こどもから高齢者までの誰もが運動

やスポーツに親しめる機会の創出や、指導者の育成等による質の向上を図り、運動やスポーツ人口

の拡充に取り組むことといたしました。 

 部会での３回の審議を経て、こどもを主体とした施策の推進や、地域や社会全体でこどもに関わり

育てるといった視点で、委員の皆様から大変重要な意見をたくさんいただきました。 

 以上、第４部会での審議結果の報告を終わらせていただきます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 ただいまの報告のとおり、各部会におかれましては、部会長を中心として委員各位に大変活発なご

審議をいただき、その内容が各政策に反映されていることと思います。 

 それでは、答申案についてご承認いただきたいと思いますが、その前に委員の皆様から何かご意見

はございますでしょうか。 

○委員 

 意見、よろしいでしょうか。 

○会長 

 はい。 

○委員 

 私は第１部会 まちの審議に参加しました。 

 政策４の18ページの施策③の地域コミュニティーというところで、地域コミュニティーが希薄化し、

組織力というか担い手不足といういろんな問題があるということで意見を申し上げたところ、それに

ついてはくらしの分野、政策５の19、20ページのところで議論しますので、そこに議論を委ねますとい

うことでした。この20ページの施策④の地域の活性化や地域コミュニティーの維持に取り組む点に

ついての地域コミュニティーの希薄化などの問題についてどのような議論があったのか、お話しいた

だけないでしょうか 

○会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、分野２の部会長おねがいします。 

○第２部会 部会長 

 ご意見ありがとうございます。 
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 第２部会で、地域のコミュニティーの希薄化ということで議論があり、自治会と防犯、それから弱くな

っている地域のこれからということで、深く掘り下げました。これからは１人１役ではなく連携をしていく

必要があるのではないかということで、防犯隊そして各種団体との協力体制を強くしていかないとい

けないということで議論を重ねました。また、地域に参加している方の年齢層が高くなっており、若者

をいかに取り入れるかという深いご意見を皆さんにいただきました。 

 その中で、政策５の地域活性化に関する政策ということで、皆さんと話合いを重ねまして、地域コミュ

ニティーへの機能保持、活性化のための支援について、見直しも含めて検討していくということに結

論を出していきました。 

 また、この中でＵＩターンなどによる地域への定着、若者の定着ということで、県と市が力を合わせ、

若者の地元定着や、若者が参加しやすいような体制を取っていくことがこれからは必要ではないかと

いうことで、機能保持のための支援について見直しをしていくということで検討を重ねてまいりまし

た。 

○委員 

 ありがとうございます。 

○会長 

 私も第２部会に所属していたんですが、その点に関しては本当に活発な議論がなされたと思いま

す。 

 第２部会の委員の方で何か追加のご発言等ありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 ほかにご意見ありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、ご意見はないようでございますので、この内容をもって答申としたいと思います。ありがと

うございました。 

 

３．感想等発表 

○会長 

 それでは続きまして、３ 感想等発表に移りたいと思います。 

 これまでの審議の過程で感じたことや、これからの福井市の取組へのご意見をぜひ発表していた

だきたいと思います。 

 ご自身の専門分野以外でも構いません。本日ご出席の委員１人ずつ発表をお願いいたします。 

 それでは、各委員１分程度でよろしくお願いいたします。 

○委員 

参加させていただきまして、ありがとうございます。日頃は、公共交通とまちづくり、それから公共交

通の活性化、維持についての議論、あるいは活動をしています。 

 この審議会の参加に当たりましては、会議の資料だけじゃなくて、膨大な下に隠れた各セクション、

各いろんな会議における意見が膨大な量が出まして、それを読み解くのがちょっと大変な状況でし

た。基本的には目を通して会議に臨んだつもりではいますけども、自分の意見としては、非常に膨大

な資料なので、十分その辺の意見が反映されたかどうかっていうことについては非常に不安なところ

はございます。自分の知識というか、皆さんの意見を聞くことによってまた一つ高めることができたの

かなというふうに思ってます。どうもありがとうございました。 
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○委員 

 私が携わっている福井駅周辺のまちづくりですが、県都玄関口となる西口にありますにぎわい交流

施設の役割などを再認識しました。あと、県立大学のキャンパスが東口に来るということで、観光交

流センターの役割もこれから重要になってくると考えました。また、駅から足羽川とか山への回遊性な

どをこれからどうしていくか、住む人も訪れる人も主役となるように考えていきたいと思います。勉強

になりました。ありがとうございました。 

○委員 

 専門が私は特に防災ということもありまして、その点で、特に事後対応というよりも予防的な対応の

ほうが経済的にも、人の命を守るという点でもいいんじゃないかということで、いろんな話をさせてい

ただきました。 

 その予防的な部分とともに先進的な防災技術といいますか、いろんな技術が出てきていると思いま

す。防災に限らずですけども、１つの技術、先進技術に頼ってしまったときに、それがこけてしまうといろ

いろ被害が広がってしまうっていうこともありますし、特に防災の性質上、冗長性っていうのはある意

味必要な部分もあろうかと思います。この辺の経済性とのバランスっていうのが非常に大事かなって

いうふうなことを感じまして、ただ大事なんですけども、その辺の冗長性も持たせていただきたいとい

うふうなことを。実は、私は多分この委員の中で一番福井市から遠いところから来ていると思うんで

すけども、福井市っていいますのは他の市町村からしますとやっぱりモデル地域になると思いますの

で、そういう面で非常に参考になりました。ありがとうございました。 

○委員 

 自分の専攻している交通であったりまちづくり、まちなかといった分野に第１部会で携わることがで

きたことで学んだことをまちづくりにどう活かしていけるか考えるきっかけになりました。 

 そのほか政策に携わる審議会に参加したことで、審議会の雰囲気だったり、意見の述べ方であった

り、その着眼点といったところはすごく勉強になりました。 

 意見といたしましては、学生の身分として総合計画審議会に参加したことで地元のことを深く考える

きっかけになったので、次回の審議会のほうでも学生枠のほうを続けていただければと思います。 

 以上になります。ありがとうございました。 

○委員 

 私自身としても大変勉強になる期間だったというふうに思っています。ありがとうございました。 

 まず、今回第九次の答申案につきまして、しっかりと多岐にわたって網羅されている内容であったと

いうふうに思います。ただ、その内容は、これまでの七次、八次等での示された内容とどれくらい違い

があるのかなということを考えました。つまり、毎回、前回、前々回の答申との比較をしなければ、もし

かするとリセットされて同じような答申が出ているのではないかというふうに。ですから、前に進んでい

るのかいないのかというところがちょっと不安に感じています。 

 私の記憶の中では同じようなことが今回も示され、回答され、答申として出てきて、その答申だけを

見る中ではすばらしいというふうには思うんですけれども、果たして前に進んでいるのか、先ほども申

しましたように、その部分が若干不安でございますので、そこの部分を比較対照していただけたらと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○委員 

 実は私、この会に出させていただくのに最初不安がありました。私が出て、何を私の意見として出さ

れるのかなっていう不安がありまして尻込みしていたわけですが、会議に出させていただいて皆さん

のご意見を伺っているうちに、この高齢社会の中で、高齢者でもできることがあるんだ、高齢者だから
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できることがあるんだと感じ、自分の置かれる場所で、地域においても精いっぱい皆様のお手伝いを

していきたいなと思いました。 

 第２部会のくらしでは、大変いいご意見を私は聞きまして、勉強になりました。これからそのような気

持ちでやっていくつもりです。ありがとうございました。 

○委員 

 まず、全体的なことですが、今回この計画づくりに当たってのプロセスっていいますか、審議会や部

会にとどまらず、幅広い意見交換会など本当に丁寧な進め方をされたことは、私は事務局の方が大

変だったと思いますし、とてもすばらしいやり方だったと思ってます。 

 その一方で、総合計画という性格上やむを得ないところもあるんだと思いますが、政策分野によって

書き込みにやはり濃淡があると。もう少し具体的な書き込みができたんではないかというふうな気持

ちが、私は残っています。 

 福井市に限らず、今後自治体の人、金、物はますます逼迫していくのに反して、市民からの要望は増

える一方だと思います。こうした背景にあって、自治体の役割の見直し、つまりできることとできないこ

とを明確化することが必要になってくると思いますが、公共サービスは、目先の単なるばらまき施策で

はなく、先を見据えた持続性を持った施策でなければならないと考えています。 

 したがって、例えば上下水道などは、配管や施設などの老朽化、耐震化が必要であれば、仮に市民

に不人気であっても、その理由を丁寧に説明した上で、使用料金を値上げする勇気が必要だと思い

ます。 

 ちょっと話は変わりますが、従来から福井市ではＸやインスタグラム、フェイスブックなど多くのＳＮＳを

利用して情報発信されてることはとてもすばらしいことだと思っていますが、その一方で、ＳＮＳの負の

側面、つまり一部の人の発信を過大評価して、過剰に反応しないことを要望いたします。 

 今後、市におかれては、新しい総合計画の具体化に当たって、仮に市民に負担を求める場面であっ

ても率直に説明し、理解とコミュニケーションを図っていただくよう要望いたします。 

 以上です。ありがとうございました。 

○委員 

 全体的に見させていただいて、非常に中身は皆さん方のご意見が反映されているかなと思っており

ます。 

 そこで、全体の意見の中で皆さん共通しているのは、やはり少子化などを背景に、若者のことが全て

の部門に入っているんですね。ですので、女性活躍のほうは女性活躍課っていうのが福井市で特化

してできているので、そろそろ若者に特化した担当課が必要な時代に私は入ってきたのかなと思って

おります。 

 特化した担当課をつくらないと、私は地域に若者が残ったり、そういう仕掛けができないんじゃない

かなというふうに思いました。以上です。 

○委員 

 ２点ございます。 

 第１点は、先ほど地域コミュニティーのことでご質問ありましたけれども、地方自治の要はやはり地

域コミュニティー、具体的には公民館活動や自治会活動ではないかと思っております。それが十分に

反映されている点でよろしいかと思います。 

 第２点は、施策は多岐にわたりまして、担当される市役所の当局の方は大変だと思います。また、国

や県の施策との関連もございますので大変だと思いますけれども、これは長期計画でございますの

で、ぶれることなく推進していただきたい、そのように思います。 

 以上です。 
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○委員 

 ２点コメントをさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目ですが、本計画の策定プロセス、特に若者を対象としたワークショップを実施したという

こと、これは次世代を担う方々の感性を大切にしたっていうことで非常に意義深いものではあったの

ではないかなというふうに思っております。 

 そして、２点目ですが、計画全体の目標を皆さんに改めてご覧いただきたいんですけれども、サブタ

イトルで、さあ、楽しもう！チャレンジする毎日を！という言葉、私自身すごく共感をしております。前例に

とらわれないとか、挑戦し続けるということ、これがすごく大事なことなのかなというふうに思っており

ます。 

 全世代で挑んでいくということで、挑戦の旗印になってくれればというふうに思っております。ありが

とうございました。 

○委員 

 まず、本当に今回のプロセス、私も初めて参加させてもらったんですけども、市役所の皆さんの丁寧

な作業、あるいはいろんな諸準備、本当にありがとうございました。 

 私のほうからは２つございます。 

 １つは、私どもの部会は地域コミュニティーのことがすごく議論として出てきました。その在り方につ

いては、これからも引き続きいろいろな形で議論もしていかないといけないと思いますし、また今回で

すと政策４と５と16に地域コミュニティーの言及があります。この推進にあたっては、おそらくそれぞれ

担当の課が違ってくるんだと思うんですが、例えば、縦割りにならないことや、地域コミュニティーの在

り方を相互に情報交換しながら推進するということをぜひお願いしたいと思います。 

 もう一つ、チャレンジということが随所に出ていますが、チャレンジの前に、市民の皆様にもこの計画

にもっと関心を持ってもらったり、さらには具体的に参加してもらえるような、そのような配慮も必要か

と思います。また、ふだんの私の立場ですと、立場の弱い方に触れることが多いんですが、やはりチャ

レンジしたくてもチャレンジできないという方も多くいらっしゃいますので、そういった方に応じたステー

ジを用意する、そういったことを市民と行政と一緒にできたらなと思います。 

 以上でございます。 

○委員 

 まち、くらし、しごと・地域資源、ひと、という各部会の中身を見て、すばらしく、どの部会も中身が充実

しているなっていうようなことを一つ感じました。２つ目には、私が所属した第３部会というのは農林、

水産、商工業、観光、そして地域資源という大きな、どちらかというとビジネスに関するようなことが多

かったんですが、特に今、国内情勢も海外情勢もございます。今で言えばアメリカ大統領のいろんな

行動、言動等あたりが世界地図を大きく変えていっているなという中での今回の議論でありました

し、そういうところも少し意識して見なきゃいけない時代になったなというふうなことを感じました。 

 そして、３つ目は、地域資源に関する政策ということで、最後議論したんですけれども、私、地域資源

というのは興味があってもなかなか足が向かないというところもありまして、たまたま今週、福井市郷

土歴史博物館というところへ行ってきました。私はあまり行ったことなかったんですが、そこへ行ってす

ごく感動して、そういう一般の県民の方がそこに足を運ぶような、そういうふうな魅力を出す、そういう

施策をこういったところではつくっていかなきゃいけないのかなということを思いました。 

 簡単でございますが、私の感想です。以上でございます。 

○委員 

 今回、令和９年度からの福井市のビジョンとも言える総合計画の作成のお手伝いをさせていただい

たのですが、実際、９年度以降、いろんな事業を実施計画という形で落とし込んで、各部署で事業化
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していくと思うんです。この総合計画に基づいて行われている事業だということが、市民や、それから

その事業を行う事業者のほうにもきちっと伝わるような仕組みというのも必要なのかなというようなこ

とを思いました。 

 特に新しい事業であったり重要な事業というのは、総合計画の中のこういう課題、それからこういう

ビジョンに基づいて考えられて行おうとしている事業なんだということを、もう少し分かりやすく伝える

ような仕組みというものも今後実際に行っていく中では考えていただけるといいのかなと思いました。 

 以上でございます。 

○委員 

今回の総合計画というのはなかなか大変で、抽象的な記述もたくさんあるわけですが、これをさら

に各関係部で具体的な実施計画をつくりながら進んでいくんだと思います。 

 この項目を含めて、どれだけ実行されたか、どれだけうまくいったかっていう評価っていうのをこれか

らしないといけないんじゃないかと。私も前は行政にいまして、幾つかそういう計画をつくったわけです

が、その計画の評価というのはどうあるべきか、というのも含め進め、できない部分についてはさらに

翌年度に持ってくるとか、その次に出すとかっていうようなことも考えていくことが必要でないかと思

いながら、今回ずっと参加させてもらいました。 

 そういう点で、事務局はいろいろと大変ご苦労されたんだろうと思いますが、次は評価っていうことも

含めてお考えいただけるとありがたいと思います。 

 以上です。 

○委員 

 ＰＴＡ連合会では、福井市には69校の小・中学校のＰＴＡが所属している中で、毎回ＰＴＡの会議の

中でもいろんな議題、あるいは問題点を届けられます。その方々にご説明するに当たって、今回の会

議で話されたことがすごく参考になり、僕としてもすごくありがたい会議だったと思います。 

 また、この会に参加することによって、いろんな専門分野の方がいらっしゃり、すごく貴重な意見をい

ただけたこともすごくありがたかったと思います。 

 確かに総合計画っていう中身ですので、どうしても細かいところの回答というのはなかなか出しづら

い部分だったと思います。ですので、やはり今後どのように進んでいくかっていうところを注視してい

かないといけないと思いますので、ＰＴＡとしてもまた関わらせていただいて、喫緊の課題であるとかそ

ういうところにケアできるような形をつくっていけたらと思っています。また、今後ともよろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

○委員 

 第３部会で、しごと・地域資源についての審議に参加をさせていただきました。 

 私は、本業が旅行業でございまして、30年以上この仕事に従事してまいりましたが、この間お客様

の旅行における消費スタイルが大きく変わってきたことを身にしみて感じております。モノ消費からコト

消費、そしてイミ消費に変化して、もはや旅はどこへ行くかではなくて、なぜそこに行くかが最も重要な

動機になっておりまして、大切な価値観になっていると思います。 

 そのような意味でも、近年福井市内の越前海岸や東足羽のエリアで受入れが増えています、福井

の日常の暮らしをありのままに体験できる教育旅行民泊には大変大きな可能性を感じているという

お話を第１回の全体会でさせていただきました。 

 一方で、審議の過程を通じて感じましたことは、福井の田園風景や越前海岸の文化的景観、また地

域のお祭りや文化財など福井らしい地域資源は、それを守る人がいてこそ受け継がれてきた、そこに

生業があったからこそ受け継がれてきたということでございます。福井の地域資源を未来に向けて受
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け継いでいくためにも、そこにある生業を守っていけるような施策をぜひ福井市には期待したいと思

っております。 

 また、シビックプライドを育むためには、教育の役割も重要だと思います。そのためには、まず大人た

ちが自分たちの地域のことを誇りに思えること、そしてそれを支える福井の人が財産であるということ

をみんなが感じられる未来をぜひ福井市には描いていただきたいというふうに思っております。 

 今回はありがとうございました。 

○委員 

 今回は第３部会の部会員として所属させていただきました。 

 まずは、学生という立場であまり専門的なことは申し上げられませんでしたが、多分に意見を取り入

れていただき誠にありがとうございました。 

 感想といたしましては、各分野のエキスパートの方々の意見を間近にお聞きすることができ、福井市

の今まで気づかなかったよさや、反対に課題などに着目することができ、今後福井市の発展というこ

とを改めて考え直す機会になりました。 

 意見といたしましては、今回は各部会に分かれてそれぞれの分野ごとに話合いがなされたと思いま

すが、例えばスポーツと地域活性化を掛け合わせるとか、農林水産業と環境を掛け合わせるといった

それぞれの分野の組合せでその相乗効果みたいなのをもたらすというのが重要になってくるかなって

いうふうに思いますので、そちらのほうは各分野の垣根を越えて政策を実施していただけたらなとい

うふうに思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○委員 

 今回、この第九次福井市総合計画というふうなことで、各分野の協議をされて、その結果いろんな

課題が見つかり、それに対して施策というふうな形でまとめ上げていただいているものでございます。

ただ、今この答申につきましては、机上の上での答申というふうなことに終わらずに、これにまた枝葉

をつけて、各部局、課のところでいろんなことをされるのだろうと思いますが、この施策に対しまして、

愚直といいますか実直といいますか、これをかみ砕いて施策を実行していただけたらなというふうに

思います。 

 私は、立場的には農業関係の部門に携わっている者でございますが、農業とまた観光というふうな

ものを連携するというふうなこともあろうかと思いますし、そういったふうなことも縦じゃなくて横のつな

がりを密にして施策を進めていただけたらなというふうに思いますので、そういったところをご配慮い

ただけるとありがたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員 

 出かけにＣｈａtＧＰＴで全国にどれぐらいの市があるのか聞きましたら792あるそうです。それぞれ

で恐らく総合計画というのは立てられているわけだと思いますけれども、中身を見ますと多分そう大き

く変わるものではないと思うんです。恐らくその七、八割は、人口減少、少子高齢化、それから防犯、防

災、そして医療、福祉、子育て、教育、そして地域交通とほとんど同じようなことが明記されておりまし

て、それに対する対応策っていうのも変わらないと私はちょっと想像しております。そうなると、どこでこ

の差が出てくるかというと、やっぱり解決に向けた施策の企画力であるとか、それから実行力、そして

スピード感だと思います。 

 今回の総合計画、これは、これから５年間の計画だと思いますけれども、５年間で解決できること、そ

れから５年間で解決はできないけれども、さらにその先を見据えて取り組むべきというふうに、これを

きちっと分けてぜひ取り組んでいただきたいというふうに思います。 

 皆さんおっしゃっていましたように、総合計画というものの性格上どうしても総花的に、そして抽象的
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なものになってしまっていますけれども、これからこの総合計画を基に具体的な施策がつくられていく

と思います。しっかりと優先順位をつけて、予算の配分、人の配分、こういったところをメリハリをつけて

取り組んでいただきたいと思います。 

 それから、数値目標、進捗の指標、評価の仕組み、こういったものの明記が現在はございません。や

はり途中途中でこういった審議会をさらに開催し、進捗状況をご報告いただいた上で、適正なＫＰＩ、

それから成果指標を示していただいて、足りているとこ、足りていないところ、これを都度都度しっかり

チェックをしていただき、５年間でしっかりとゴールに向けて取り組んでいただきたいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○委員 

 第３部会に参加させていただきまして、非常にいい意見がたくさん出て、それがしっかり施策に反映

され、非常に有意義な会だったなっていうのが個人的な感想です。 

 今回、計画を見させていただきましたけれども、非常にすばらしい内容だなと思いながらも、私も仕

事柄いろんな計画書を作ることがございますけれども、基本的には１年に１回は見直しを必ずやって

います。やはり時代の流れが速い中で、１年たつと課題が増えたりとか、変わったりとか、時代の流

れ、社会のニーズとかも全然変わってしまうので、本当にその方針が正しいのか、変えなくていいの

か、その方針に対して施策が正しいのかっていうのはかなり大きく変わってくることがあるかなという

ふうに思っています。 

 今回こちらの計画のスキームが年に１回見直しがあるのか、もしくは５年間これで行くのかっていう

のが僕は分かりませんし、行政のレギュレーションがあると思いますので、いろいろ事情はあると思い

ますけども、この施策は１年、２年は非常に指針としてはいいかもしれませんが、３年、４年、５年を回っ

てくると本当にこの施策でいいのかっていうのはちょっと疑っていく部分も僕は持っていかないと駄目

なのかと思っています。この施策があるからこのとおりにしなきゃいけないっていう足かせにはなって

ほしくなくて、その時代に合わせていいとこ取りをしていくような使い方をしていただくといいのかなと

いうふうに感じておりました。 

 以上でございます。 

○委員 

 これまでの５年間と、これからの５年間では大きく変わる、より不確実に、より想定外、そして情報通

信、ＩＴも加速的に変わっていく中で、よりスピード感を持った実施計画、下位計画っていうのが必要

であって、より短いスパンでの検証、見直しっていうのは必要になってくると思います。 

 今回の審議会で、福井の強み、弱み、そして育てていく部分、そして捨てていく部分も決めていかな

いといけないということもあると思いますし、今後福井の強み、弱みといった部分をさらに凝縮化して

いく必要があるというふうに思います。 

 とにかく５年計画の中でしっかりと見直しをしながら、さらに一年一年、短いスパンで進めていくとい

うことが大事だと思います。お疲れさまでした。 

○委員 

 私が入った分野はひとというテーマだったんですが、一番多く関わってるこのこどもというところに着

目してくれてるのは、すごくよかったかなと思っています。 

 数年前にこども未来部ができ、こどもに特化した福井市っていうのを打ち出したと思うんですけれど

も、じゃあ５年後、本当にこどもたちがどうなっているのかというと、皆さんが各分野で声を上げられて

いる若者というものに自然となっていくと思うんです。こどもはその時々の生活しかしていなくて、自分

の今やれることを一生懸命やっているんだと思うんです。今、こどもにそもそも余裕がないっていうとこ
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ろを見ると、じゃあどこに余裕がないのかというと、もしかすると大人に余裕がないのかなと思うんで

す。 

 そうしたときに、この５年間の計画っていうことをこうやって大人のみんなで考えていったことを、こど

もも知っていくとか、こどもの声を聞くっていうことを丁寧にしていっていただきたいなっていうのを改

めて感じました。総合計画はすごく抽象的な大きな目標だと思うので、こどもたちにこそ分かりにくい

ものだと思うんです。だからこそ、こどもがそのとき感じていることを聞く大人の姿勢とかっていうのを

つくっていきたいなっていうのを改めて感じました。 

 ですので、一年一年の見直しの中にも、こどもの意見っていうようなものを取り入れていけるような

行政であっていただきたいなと思っています。 

 以上です。 

○委員 

 私は第４部会、ひとがテーマの専門会に参加させていただきました。 

 まず、公募委員という立場で入った中で、皆様専門的な方々の中でも意見を言いやすくしていただ

いた、環境を整えていただきました部会長はじめ皆様には感謝申し上げます。 

 これだけの労力を使ってつくられた計画ですので、ぜひほかの市民の皆様にも伝わっていただける

といいなと思いますし、そのためにはやっぱりこの総合計画ってどうしても抽象的になってしまうと思い

ますので、具体的な皆様から出た施策のアイデアですとか、単年度の振り返りの中でこういうことを

具体的にできました、というような例などが市民に分かりやすく伝わるといいなというふうに感じてお

ります。 

 私、専門が結婚に関することですので、この専門部会の話の中で、こどもとか若者っていうのがこれ

からの時代にどうしても重要な人材ではあると思うんですけれども、そのこども、若者がプレッシャー

に感じることのないように、自分で生き方を選んで、自分で生きやすく過ごせる福井市であるといい

なというふうに願っております。ありがとうございました。 

○委員 

 これまでの審議の過程を通じて感じたこととしては、各政策について多様な観点であったり、価値観

から検討を行うことの重要性というものを改めて認識いたしました。 

 将来的な福井市の姿を形づくっていくためには、これまでの方向性というものを踏まえつつ、現状や

課題というものを的確に捉え、当事者の視点であったり、新たな発想に基づいた、より踏み込んだ施

策事業の展開が求められると考えております。 

 私が所属しました第４部会は、ひとに関する分野をテーマとした議論を行う部会であり、ひとという

のは地域にとって最も重要な財産の一つであるという認識の下、今後の福井市民の暮らしの充実を

図るための政策や施策について十分な議論ができたと感じております。 

 こうした議論を踏まえ、今後の福井市の取組に対する意見としましては、少子高齢化や人口減少と

いった人を取り巻く状況が一層深刻化する中において、今回策定された政策、施策は福井市の将来

を担う重要な内容であると考えます。これらは単に実現が望ましいという段階にとどまらず、必ず実行

されなければならない取組であると受け止めております。そのため、今回策定された政策、施策に基

づく事業を着実かつ継続的に実行し、福井市のまちづくりとしての発展と、そこで暮らす市民一人一

人の暮らしの充実が確実に実現されるよう強く期待いたします。 

 このたびは誠にありがとうございました。 

○委員 

 中学校の現場にいまして、今出されましたこの施策がきちんと実行されることを切に願っております。

このＰＤＣＡという観点から考えますと、今このPlanができましたので、Doを、実行をきちんとさせてい
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く。それから、それと同時にCheckとAction、ここを長い５年間とかではなく、やりながらどうなのかと

いうところを改善していくと、より次のPlanを立てるときに効果的な方向転換になるのかなというふう

に感じております。 

 本当に未来を担う若者たちが学校現場います。つまり、この児童・生徒が、５年後、成人となってこの

福井市を担っていくこどもたちです。そのこどもたちが好きなことにチャレンジしていく、伸び伸びと自

由にどこでも羽ばたいていっていけるというところを、最後の義務教育のところで教育を担っている現

場としまして、あの子たちが本当に笑顔で進めていける福井市であるということを切に願っておりま

す。ありがとうございました。 

○委員 

 今回、総合計画審議会に初めて参加をさせていただきまして、様々な審議あり、議論の場にいさせ

てもらい、本当にいい勉強になったなと改めて感じております。また、この準備に当たってくださった職

員の方、すばらしい計画作成に携わってくださった職員の方にも感謝をしたいなと思いますし、本当に

すばらしい計画が出来上がったのではないかなと思っていますので、先ほどからあるように、この計

画が市民のお一人お一人の暮らしにどう届くのかという視点も忘れてはいけないなと今感じていま

す。 

 先ほどから評価っていう言葉が出ていましたけれども、この計画がどのように市民に届いて、評価さ

れているのかっていうことも大事な視点ではないかなと思いますし、また計画が文言とか数字だけに

終わるのではなくて、本当に計画が実行されているな、暮らしに本当に行政の計画がちゃんと反映さ

れているな、というような市民の方が実感できるようなそういった計画になるように、また評価のほうも

しっかりとしていくべきではないかなというふうに感じました。大変ありがとうございました。 

○委員 

 会議に参加させていただきまして、どうもありがとうございます。 

 感想として、こういうガイドラインの答申、これは総合計画ですから、大変多岐にわたるためにやはり

総花的にならざるを得ないという、これはしょうがないことなんですね。 

 それで、今もご意見出ていますけれども、評価とか数値目標という言葉が出てきていますけれども、

やはり５か年計画の中に４つの指標の項目ごとに達成目標を設けたり、あるいは年度ごとの重点目

標を設定するかして、取組を具体化させていくことがこれから求められるのではないかなと思ってい

ます。 

 それから、併せて行政各部の取組だけでなく、市民や自治会連合会などの諸団体、あるいは学校、

企業、こういったところとの協働した活動を促す施策もこれから形づくっていただきたいなと思ってい

ます。 

 それから、最後ですけれども、発信の仕方ももうご意見出ていますけれども、こういう施策を進めてい

ますと市民に伝えるだけではなく、具体的に取組を明示化して、このような効果を上げていますよって

いうような、そういったポジティブな発信をぜひ市民の方にお願いしたいと思っています。 

 以上です。 

○委員 

 第４部会に参加させていただきました。 

 まず、審議の過程で感じたこととしては、自らが述べた意見が実際に反映されて、総合計画が修正、

発展していく過程に関わることができたということは若者として大変意義のある経験だったと思いま

す。 

 あとは、事前学習である若者ワークショップに参加させていただいたことで、審議会に関する内容へ

の理解が深まり、審議会に取り組みやすかったと思うので、非常に有意義な会だと感じました。 
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 これからの福井市の取組への意見としては、このような市民が参画できる取組や仕組みについて、

まだまだ周知が足りていないという課題があると思いますので、より多くの市民の方に周知されるよ

うに、情報発信や広報というところをより一層強化していくことが重要ではないかと考えました。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 これで各委員の方からご意見をいただくことができました。 

 事務局におかれましては、今いただいた意見も十分に尊重いただきながら事業を進めていただきた

いと思います。 

 最後になりますが、副会長と私から、長期間にわたり活発にご審議いただいた委員の皆様へのお礼

も込めて、感想を申し上げたいと思います。 

 それではまず、副会長、お願いいたします。 

○副会長 

 ありがとうございます。副会長を長く務めさせていただきまして、皆さんのおかげだと思って感謝申し

上げます。 

 今回の第九次の計画でございますが、多くの方のご意見をいただいたということはいまだかつてな

かったのかなということを思っております。各種団体、そして職員のほうからの意見がすごく反映され

ているのでないかな、そして先ほど意見をいただきました若者という点をこれから次世代につなげて

いくということで、若者の意見というのは非常に重要ではないかなということを今回の計画の中で知

ることができました。私は第八次の総合計画も関係させていただきましたが、今回ほどこのような多く

の意見をいただいたということは初めてでないかなと思っております。 

 そして、この計画が、やはり実効性ということが一番大事じゃないかな、計画に終わらずに実効性と

いうことを先ほど皆さんのご意見の中からもすごくいただいておりまして、私もそうだなと思いました。

どのようにして、そしてまた市民のほうにこういう施策、政策、そして具体策というのが知られるのか

な、知らすことができるのかなという、広報の段階を今後とも検討していってほしいなと思っておりま

す。 

 その中で、各団体とか、職員とか、市民、それからＵＩターンや移住の方もいろんな方が出入りをする

のでないかなと思います。その中で新たな計画が作られているということが知らされないで静かに終

わってしまうんじゃなくて、その計画を進めながら、その時代に合わせた具体策を進めているというこ

とをお知らせできるということができればベストではないかなと思っております。 

 この計画は、市民の目線でいろんな意見を取り入れたということを、この関係者だけじゃなく、市民

が自分の意見も取り入れられたということが分かるということが実効性につながるのでないかな。そ

して、この計画が生きた計画になるように、本当にこういう計画が進められているということが、見える

化ということになってつながってくるのではないかなということを改めて思いましたので、今後とも私た

ちがＰＲというか、私たち関わった者にも関係してくるのではないかなと思います。各種団体の私も含

めまして、そのような広報の在り方を考えていってほしいなと思っております。 

 本当にこの計画に携わりまして、いろんな皆さんのご意見をいただきましたことは、財産の一つでご

ざいますので、本当に感謝したいと思います。ありがとうございます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは最後に、私からお礼と感謝を申し上げたいと思います。 

 まず、長期間にわたり真摯にご議論いただきました委員の皆様、それから絶妙なサポートをいただき
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ました福井市に心より感謝申し上げます。 

 数か月前にここに集まって、１人ずつ自己紹介をしたことがありました。あのときは、まだこの今回の

計画に参加するということの期待感といいますか、そういうのが前傾に出ておりまして、それぞれの立

場から、ぜひ積極的にこの取りまとめに関わりたいという感想が多かったと思います。 

 ところが、数か月、多くの時間をかけて、皆さんが議論して、みんなでつくり上げた計画がここにこう

して出来上がった今となっては、今回の感想というのは最初に比べたら、ずっと誇り、それから行政に

参加したという意識が非常に高い、説得力のあるものではなかったかと思います。それだけに、市民

として、福井市に対してこういうことをしてほしいという要望が非常に具体的で、強力なものであった

と思います。ですので、福井市におかれましては、ぜひ今回の提言、計画を基に行政を進めていただ

きたいと思います。 

 今回参加した我々委員は、恐らく皆さん、間違いなく市民意識といいますか、市民として行政に参加

する意識が非常に強くなったと思います。私自身も非常に強くなりました。ですので、これからも、ちゃ

んと公共料金を払い、税金も払い、選挙にも参加して、というような義務感をもって福井市政に少しで

も関わっていきたいと思っております。ですので、福井市も、ほかの多くの市民の方々にこんな感情を

持ってもらえるような働きかけを是非していただきたいと思います。申し上げるまでもなく、福井市と市

民が一緒になって福井市を盛り上げていくわけですので、ぜひそのような一体感をつくっていただけ

たらと思います。我々も精いっぱい協力いたしますので、何かありましたらまたぜひお声がけいただき

たいと思います。 

 それでは、本日の議事はこれにて終了したいと思います。 

 事務局に進行をお返ししたいと思います。 

 

４．閉会 

○司  会 

 会長、ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましては、長期間にわたりご審議を賜り、

誠にありがとうございました。 

 それでは、本日ご了承いただきました答申案について、市長への答申を行ってまいりたいと存じま

す。 

 なお、答申につきましては、今月の22日木曜日に本審議会を代表いただきまして会長と副会長に

お願いしたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 次に、答申後の流れについてでございますが、まず答申案に基づきまして、本市において第九次福

井市総合計画の素案を作成いたします。この素案には、答申案のほか、これまでの会議でお示しい

たしました本市を取り巻く環境の変化や人口動態などの状況を加えるとともに、計画を円滑に推進

するための組織や財政といった行政運営の取組方針を加えることとなります。 

 なお、こちらの取組方針につきましては、昨年11月５日に開催をいたしました福井市行政改革推進

委員会におきましてご意見を頂戴しているところでございます。 

 そして、この素案につきまして、３月から約１か月間パブリックコメントを実施いたしまして、広く市民

の皆様からのご意見をいただくこととしております。その後、６月に市議会に議案として提案いたしま

して議決をいただければ、令和９年４月から５年間を計画期間とする第九次福井市総合計画をスタ

ートすることとなっておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは最後に、総務部長よりご挨拶を申し上げます。 

○総務部長 

 閉会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 
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 当審議会におきましては、７月に市長からの諮問に基づきまして、約半年にわたり、この全体会と各

専門部会において慎重かつご活発にご審議いただきましたことを厚くお礼を申し上げます。各委員

の皆様のご尽力によりまして、今月、22日には市長へ答申する運びとなりましたことを重ねてお礼を

申し上げます。 

 市民の皆様からいただきましたご意見や、審議の過程で各委員の皆様からいただいた意見につい

ては、十分に計画に反映をしていきたいと思っております。特に、この答申案に書かれております言葉

一つ一つを大事にして、これを具体的かつ実効性のある計画や事業に反映してまいりたいと考えて

おります。また評価というお話もありましたが、第八次総合計画でも毎年レポートという形でまとめて

おります。今後、実施計画などをつくっていく際には数値目標等を掲げていく予定ですので、それらを

踏まえて毎年レポートという形にまとめていきたいと考えておりますし、また社会情勢が目まぐるしく変

わっておりますので、それらを踏まえて各種予算などには反映をしていきたいと考えています。 

 また、この計画が出来上がった際には、市の職員一人一人はもちろんのこと、市民の方々にも自分

たちの計画であるというふうに思ってもらえるような広報などにも努めてまいりたいと考えております。 

 本日をもって総合計画の審議会は終了しますが、各委員の皆様には、それぞれの分野において行

政の取組についてご意見や、また今後、実行も一緒にしていただければ助かるというふうに思ってお

ります。 

 最後になりますが、皆様方には今後とも市政に対し格別なご協力とご高配を賜りますようお願いし

まして、閉会のお礼とさせていただきます。本当にありがとうございました。 

○司  会 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会第２回全体会を終了いたします。 

 長期間にわたり誠にありがとうございました。 

（以  上） 
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